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そ
こ
に
は
、
高
く
厚
く

険
し
い
壁
が
聳そ

び

え
立
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
『
現
職
』

と
い
う
壁
だ
っ
た
。
今
か

ら
16
年
前
の
出
来
事
だ
。

今
は
亡
き
古
橋
真
之
氏
と

久
野
恒
一
氏
の
『
現
職
』

に
果
敢
に
挑
ん
だ
の
が
白

田
氏
だ
っ
た
。

　
「
当
時
の
選
挙
を
振
り

返
る
と
、
全
く
無
名
の
新

人
が
地
盤
、
カ
バ
ン
の

し
っ
か
り
し
た
大
物
政
治

家
に
挑
ん
だ
構
図
だ
っ

た
。
同
級
生
や
知
人
な
ど

は
白
田
の
『
素
朴
な
人
間

性
』
を
良
く
知
っ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
を
武
器

に
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
よ
く

１
８
９
２
８
票
も
取
り
、

ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た

も
の
だ
」
と
、
友
は
当
時

を
静
か
に
述
懐
す
る
。

　

以
来
、
４
期
・
16
年
に

わ
た
り
県
政
で
活
躍
。
こ

の
間
、
政
治
家
と
し
て

の
「
地
歩
」
を
固
め
つ
つ
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長

地
消
の
意
識
啓
蒙
に
努

め
、
地
場
産
の
米
や
牛
乳

の
使
用
を
拡
大
し
、
安
心
・

安
全
な
「
食
育
」
を
実
践

し
ま
す
。
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
有
す
る
県
立
真

壁
高
校
に
関
し
て
も
、
農

業
学
科
で
の
バ
イ
オ
研
究

や
新
品
種
の
開
発
な
ど
を

通
じ
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

授
業
、
学
校
と
な
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　

今
、
高
齢
者
の
医
療
問

題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
予
防
医
療
（
減

塩
運
動
や
軽
体
操
の
普
及

な
ど
）
の
実
践
で
す
が
、

な
か
な
か
理
想
通
り
に
行

か
な
い
の
が
現
実
で
す
。

病
気
な
ど
で
の
要
介
護
者

が
安
心
し
て
入
居
で
き
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

金
額
的
に
は
国
民
年
金
の

平
均
で
あ
る
４
万
円
以
内

で
の
入
居
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
に
、
全
力
を
傾
注

し
て
い
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
利
用
料
高
に
な

る
個
室
ば
か
り
で
な
く
、

安
く
入
居
で
き
る
『
多
床

室
』
の
建
設
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
著
し

い
県
西
総
合
病
院
と
筑

西
市
民
病
院
の
統
合
を
図

り
、
高
度
医
療
や
救
急
医

療
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
複

合
し
た
新
時
代
に
対
応
し

た
『
地
域
拠
点
総
合
病
院
』

の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
の
中
で
、
緊
急
の

医
師
不
足
や
小
児
医
療
、

周
産
期
医
療
の
課
題
解
決

を
図
り
ま
す
。

　

桜
川
市
の
代
表
的
な
地

場
産
業
は
、
石
材
業
で
す
。

中
国
な
ど
か
ら
の
輸
入

石
材
に
押
さ
れ
る
形
で
、

年
々
地
場
石
材
業
は
衰
退

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
は

平
成
６
年
暮
れ
の
初
県
議

選
以
来
、
16
年
に
わ
た
り

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
石
材
振
興

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

新
県
庁
舎
、
大
洗
水
族
館
、

茨
城
空
港
、
鹿
島
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
港
（
常
陸
那
珂

港
、
日
立
港
、
大
洗
港
の

統
合
名
）
や
鹿
島
港
の
防

波
堤
整
備
で
は
、
合
計
で

約
５
万
㎥
の
地
場
石
材
が

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ッ
パ
石
材

を
金
網
に
入
れ
た
昔
な
が

ら
の
「
じ
ゃ
籠
」
を
活
用

し
た
河
川
改
修
を
図
り
、

魚
な
ど
生
き
物
と
共
存
し

た
「
自
然
環
境
に
配
慮
し

た
」
河
川
整
備
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

加
え
て
、「
真
壁
石
燈

籠
」
の
伝
承
と
伝
統
工
芸

士
（
経
済
産
業
大
臣
賞
受

賞
）
へ
の
優
遇
措
置
の
た

め
に
、
今
年
度
３
０
０
万

円
の
後
継
者
育
成
事
業
費

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
墓

石
、
燈
籠
か
ら
芸
術
性
を

加
味
し
た
室
内
装
飾
な
ど

多
様
性
を
追
及
し
た
新
製

品
や
技
術
加
工
の
開
発
、

販
路
拡
大
を
一
体
的
に
、

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
一
環
が
「
ス
ト
ー
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。

　

筑
波
山
麓
に
位
置
し
、

古
い
町
並
み
が
残
る
「
真

壁
」
に
あ
っ
て
は
、
約

10
万
人
が
来
町
す
る
「
ひ

な
祭
り
」
を
契
機
と
し

て
、
鐘
楼
造
り
や
鼈
甲
細

工
、
藍
染
な
ど
伝
統
地
場

産
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

　

私
は
、
県
農
業
粗
生
産
高
の
追

求
よ
り
も
、
各
農
家
の
所
得
向
上

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

い
く
ら
、
生
産
量
が
ア
ッ
プ
し
て

も
、
農
家
の
所
得
が
増
え
な
け
れ

ば
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
ま

せ
ん
。
農
家
の
所
得
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
よ
り
多
け
れ
ば
、
後
継
者
不

足
や
嫁
不
足
の
心
配
も
い
り
ま
せ

ん
。「
農
家
所
得
１
０
０
０
万
円
獲

得
」
を
合
言
葉
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
付
加
価
値
の
高

い
農
業
の
追
求
が
不
可
欠
で
す
。

紅
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
販
路
拡
大
や
規
格
外
を
活
用
し

た
農
産
物
加
工
場
の
建
設
を
実
行

し
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
地
産

（
総
務
企
画
、
環
境
商
工
、

保
健
福
祉
な
ど
）
を
歴
任
、

昨
年
12
月
に
は
第
１
０
３

代
の
県
議
会
副
議
長
の
要

職
に
就
い
た
。
加
え
て
、

県
行
政
と
の
『
豊
富
な
人

脈
』
は
、
幅
広
く
県
議
の

中
で
も
屈
指
だ
。

　

友
は
続
け
る
。「
当
初

の
や
や
線
の
細
さ
、
間
口

の
幅
、
喜
怒
哀
楽
な
ど

は
16
年
と
い
う
歳
月
の
中

で
、
政
治
の
荒
波
に
も

ま
れ
、
骨
太
で
幅
広
く
、

懐ふ
と
こ
ろの

深
い
政
治
家
に
脱

皮
し
た
。
人
間
性
も
豊
か

に
な
り
、
丸
み
を
帯
び
、

人
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
く

タ
イ
プ
と
な
っ
た
。
こ
の

一
要
因
に
結
婚
、
そ
し
て

娘
さ
ん
の
誕
生
も
起
因
し

て
い
る
の
で
は
。
今
、
郷

土
・
桜
川
市
に
と
っ
て
、

財
政
事
情
が
厳
し
い
中

で
、
な
に
よ
り
必
要
な
の

が
『
県
政
と
の
太
い
パ

イ
プ
』
だ
。
こ
れ
は
、
市

民
誰
で
も
理
解
し
て
い

る
。
今
ま
さ
に
中
堅
か
ら

重
鎮
の
政
治
家
に
な
る
過

度
期
を
迎
え
て
い
る
白
田

に
と
っ
て
、
一
番
働
き
易

い
条
件
が
整
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
行
動
力
、
熱

意
も
一
向
に
衰
え
て
い
な

い
」
と
、
断
言
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
熱
い
期
待
に

対
し
「
衰
退
す
る
郷
土
を

ど
う
に
か
し
た
い
、
そ
の

一
念
で
政
治
の
道
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
具
体
的
に

は
、
教
育
や
福
祉
も
大
切

だ
っ
た
が
や
は
り
、
農
業

と
石
材
業
そ
し
て
地
元
商

店
の
活
性
化
と
振
興
が
メ

イ
ン
だ
っ
た
。
石
材
業
に

関
し
て
は
、
新
県
庁
舎
外

壁
や
大
洗
の
水
族
館
、
鹿

島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

の
記
念
碑
な
ど
に
地
元
石

材
を
活
用
し
て
い
た
だ
い

た
。
農
業
面
で
も
、
紅
こ

だ
ま
ス
イ
カ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
Ｐ
Ｒ
に
全
力
を
注

ぎ
、
そ
の
成
果
も
実
っ
て

き
た
。
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
福
祉
面
で
は
、
国

民
年
金
を
考
慮
し
て
月

４
万
円
以
内
で
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居

を
可
能
に
し
た
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
お
年
寄
り
が
安

心
し
て
老
後
を
送
れ
ま
す

か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯

『
市
民
の
た
め
に
』
汗
を
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

　

市
民
目
線
で
政
策
を
語

る
白
田
氏
の
顔
に
は
、
決

意
と
や
る
気
が
ほ
と
ば
し

る
。

　

子
供
は
未
来
を
担
う

財
産
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
勉
強
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
思
い
や
り

と
道
徳
心
、
さ
ら
に
協
調

性
な
ど
将
来
社
会
に
出

て
大
切
な
「
人
間
性
豊
か

な
教
育
」
の
醸
成
が
必
要

で
す
。
加
え
て
、
国
際
性

や
高
度
情
報
化
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
も

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
能
力
を

伸
ば
す
た
め
に
も
、
先

生
の
目
の
届
く
「
35
人
学

級
」
を
実
現
し
、
学
習
環

境
の
整
備
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

一
方
、
ハ
ー
ド
面
で
あ

る
「
校
舎
の
耐
震
化
」
は

本
県
に
お
い
て
は
、
全
国

で
も
下
位
に
位
置
し
ま

す
。
児
童
・
生
徒
の
生
命
、

財
産
を
守
る
視
点
や
災
害

時
の
地
域
住
民
の
避
難
拠

点
施
設
の
意
味
か
ら
も
、

早
急
な
整
備
促
進
を
実
現

し
ま
す
。

　

交
通
体
系
、
と
り
わ
け

道
路
網
の
整
備
は
、
地
域

発
展
に
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
安
全
な
道
づ
く
り
と

し
て
は
、
立
体
交
差
化
や

歩
道
の
設
置
、
透
水
性
舗

装
の
普
及
は
避
け
て
通
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
は
、
選
挙

公
約
と
し
て
初
当
選
時
か

ら
真
壁
・
八
郷
を
結
ぶ
「
上

曽
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
実

現
」
を
訴
え
つ
づ
け
、
ど

う
に
か
実
現
の
目
途
が
立

ち
ま
し
た
。
既
に
、
真
壁

側
は
１
０
０
％
用
地
買
収

が
終
了
し
、
八
郷
側
は
残

り
10
％
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
県
の
説
明
で
は
、
今

年
度
中
に
「
整
備
方
針
」

を
ま
と
め
る
と
の
回
答
を

得
て
い
ま
す
。
早
期
開
通

に
向
け
、
ま
た
一
歩
前
進

し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い

供
用
開
始
を
願
い
、
全
力

を
注
ぎ
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
隣
つ
く
ば
市

に
訪
れ
る
観
光
客
は
、
年

間
、
３
０
０
万
人
以
上
で

あ
り
、
特
に
、
筑
波
山
は

人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
何
と
し
て
も

旧
筑
波
駅
（
そ
し
て
、
岩

瀬
駅
）
ま
で
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
延
伸
に
取
り

組
み
た
い
。
そ
し
て
、
市

民
の
皆
様
が
便
利
で
快
適

な
生
活
が
で
き
る
地
域
を

実
現
し
ま
す
。

政策
月
額
４
万
円
以
内
で
特
養
ホ
ー
ム
入
居
を（
み
ん
な
の
願
い
）

医
療
・
高
齢
者
福
祉

付
加
価
値
の
高
い
農
業
で
農
家
所
得
１
０
０
０
万
円
に

人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

校
舎
の
耐
震
化
推
進
へ

農
業
の
活
性
化

教　

育

上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
供
用
を

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸

　
（
旧
筑
波
駅
、岩
瀬
駅
ま
で
）

交
通
網
の
整
備

新
技
術
の
研
究
開
発
で
石
材
の
販
路
拡
大
へ

地
場
産
業
の
振
興

人
。素
顔

No.3

筑波山

秋
葉
原
駅

つ
く
ば
駅

旧
筑
波
駅

岩
瀬
駅

水
戸
線

TX

必ず実現します！
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はくた信夫さんを応援します！
生まれ育った地域に、感謝と熱い熱い思いをこめて、110％の後押し！

昭和５８年　８月　真壁町議会議員　初当選	
平成　６年１２月　茨城県議会議員　初当選　　現在４期
平成１４年　４月　保健福祉委員会　委員長　就任
平成１６年　１月　環境商工委員会　委員長　就任
平成１９年　１月　監査委員　就任
　　　　　１２月　議会運営委員会　委員長　就任
平成２０年１２月　総務企画委員会　委員長　就任
平成２１年１２月　第１０３代　茨城県議会　副議長　就任

昭和２７年６月６日生　Ａ型
自由民主党

は く た 　 　 　 の ぶ お

白田　信夫

経　　　　歴

私
の
盟
友

主
な
活
動

茨 城 新 聞 掲 載 （2010年11月16日火曜日）

農業

酒寄嘉一さん　　廣瀬記夫さん　　廣瀬亢男さん

●農業者の願いを県政へ。

伝統工芸士会・技能士会（石材業）

岩渕久之さん　　加藤幸彦さん　　根本忠さん

●地元の代表として頑張って下さい。

小泉進次郎 衆議院議員 市原健一 つくば市長 山口伸樹 笠間市長 大田仁史 茨城県健康プラザ管理者

まかべの街並み視察 茨城県身体障害者スポーツ大会 農業改革現地視察 クリントン元大統領李登輝

ラスベガス警察視察シアトル消防視察村上市視察国際交流（ラオス高校生）茨城空港で高校生と共に

大工

藤田昭一さん　45歳　　古橋明さん　55歳

●応援しております。（ガンバレ白田）

石材業

川口貢一さん　50歳

●石材業の営業マンとして頑張って下さい。

介護士

杉山望さん　23歳

●若い力で応援します。

青年農業者

草間祐一さん　大塚智也さん　白田祐一さん　須藤紀明さん

●若い力で応援します。

特別養護老人ホーム入所

藤田ふく子さん　88歳

●応援しております。

上野武雄さん　90歳　　稲葉資郎さん　81歳

●４万円で入所できる福祉施設を !!
　　　　　　　　　（白田君ならできる）

郡司元真壁高等学校長
●先生の故郷を愛する姿勢は
すばらしい。頑張って下さい。

茨城県建築士会　顧問
茨城県建設業協会　顧問
社会福祉法人　敬和会　理事　評議員
茨城県スポーツ振興審議会　委員
社会福祉法人　明康会　顧問
桜川市国際交流協会　副会長
桜川市真壁大和日中友好協会　顧問
桜川市商工会　顧問

役　職

産業の振興
桜川市のシンボルである、真壁大和のみかげ石、

岩瀬の糠目石等を茨城県庁舎、大洗水族館、常陸

那珂港、茨城空港に利活用する等、地元の重要産

業である石材業を振興しました。

災害復旧活動
平成 11年の東海村ＪＣＯ臨界事故で、災害復旧

の先頭に立ち、地元の特産物（干しいも）を仲間

とともに購入（９００箱）し、安全をＰＲしました。

農業改革
桜川市の基幹産業である、農業者の所得向上、

お米のブランド化等、いばらき農業改革の先頭に

立ち、橋本知事とともに推進しました。

医療健康対策
救急医療体制の強化や、大田仁史先生とともに

リハビリ体操を普及し、また、中学生に三級ホーム

ヘルパーの取得する運動を広めました。	

スポーツ振興
茨城県スポーツ振興審議会委員として、スポーツ

活動を推進しました。	 	

地域活性化
茨城県筑波西部地域特定中小企業集積活性化法

（石材業振興）を法律化しました。

～実行してきた主な軌跡～


